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【委託ガイドライン】
①地域性等を生かした委託による市民サービスの向上

②NPO等の活動資金の確保

③NPO等への委託の透明性の確保
庁内ルール策定

受託可能なNPOや実績等のリスト化

（NPO登録制度）

【団体提案】
①NPO等の柔軟な発想

による提案促進

②協働の入り口

【協働事業ガイドライン】
①各課実施の協働事業の促進

②事業の成果・効果の向上

③手続き等の透明性の確保

庁内ルール策定
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【課題】

設立４年以上の団体が自立して安定した活

動を行うためのステップアップ部分への

フォローアップが不足。

行政が行き届かないような地域課題・社会

課題解決に取り組むための事業への支援が

不足。

【課題】

事業自体は良い取り組みではあるが、協

働には馴染まない事業についての受け皿

がないため、無理矢理協働として提案す

るということが見受けられた。

【対象団体】

市民活動団体等公益的な活動を行う団体

【対象事業】

鎌倉市内で実施される地域課題・社会課題解決のための事業

【補助額】

補助額・補助率は要検討

※この補助金を活用した後は自走して事業継続できるようにすることを踏まえてどのような形

が良いか検討していきたい。

【効果】

地域の担い手の更なる自立につながる。

地域が自ら課題を発見して自ら取り組む地域づくりが行われる。

行政が行き届かない部分の地域課題・社会課題解決につながる。

ステップアップコース新設

設立４年以上

が対象外

本来は協働ではない事業が

入口がないのでこちらに

提案されてしまう


